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寝屋川映像同好会会報

第１０号（20100３１２）

発行 竹 田 幸 男

映像３団体の交流会を開催

２ 月 ２８ 日 、大 阪 東北 部 を拠 点 とす る、 寝屋 川市映 像協 会、 映像 北大 阪、 そ

し て 我 々寝 屋 川映 像 同好 会 の３ 団 体が 一堂 に会 しまし た。 午後 １時 、寝 屋川 市

映 像 協 会 の 例 会 会 場 で あ る 寝 屋

川 市 立 総 合 セ ン タ ー ４ 階 視 聴 覚

室 へ 集 合 、 映 像 協 会 の 例 会 を 見

学後、それぞれの代表作を映写、

続 い て 懇 談 会 に 移 り 、 そ れ ぞ れ

の 活 動 状 況 を 中 心 に 話 し 合 い ま

した。

映像３団体交流会にて

終了後、寝屋川市駅前の地下

「 坐 ・ 和 民 」 へ 移 動 、 こ こ で 各 団

体 の 会 員 が 渾 然 一 体 と な っ て 一 杯

傾 け な が ら 映 像 を 始 め 様 々 な 話 題

を交換、再会を約して別れました。 ３月例会にて

■ ３月例会の開催

今月は３月２０日のビデオ作品発表会直前の準備、４月始めの撮影会の準備、

そ れ に 松愛 会 湘南 東 支部 の 由井 隆 久様 から のお 便りと 作品 の紹 介と 、盛 りだ く

さんの話題がありました（本文参照）。

ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｌｙ

同好会ニュース
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平成２２年３月例会

日 時 平成２２年３月１２日

１３：３０～１７：0０

場 所 寝屋川市民活動センター

（市民会館４Ｆ）子供部屋

出席者 天野 新井 石田 小笠原 梶本 竹嶋 竹田 谷 田渕（９名）

欠席者 竹下（５０音別 敬称略）

例会次第 （今回の要約 竹嶋氏）

１． 各会員の最近の活動状況・情報交換

竹下さんが入院中。

一 日 も早 く 元気 を 回復 さ れ、 ３ 月の 作品 発表 会への ご出 席と 例会 等一 緒に 活

動が出来ますよう祈念しています。

② 松 愛会 湘 南東 支 部の 由 井隆 久 様か ら、 松愛 会ホー ムペ ージ の寝 屋川 支部 編

に 掲 載 して い る私 達 の「 会 報」 を 毎月 見て 頂い ていて 、記 事が 参考 にな った 、

と い う こと で 、私 ど もの 例 会が 「 和気 あい あい として 楽し く、 それ でい て熱 心

な検討会の雰囲気が強く感じられます。」との嬉しいお手紙をいただきました。

竹 田 会長 か ら手 紙 の紹 介 があ り 、全 員心 温ま る思い にふ けり まし た。 同封 い

た だ い た「 松 愛会 湘 南支 部 活動 紹 介Ｄ ＶＤ 」を 、送付 いた だい た、 鎌倉 名物 の

「 鳩 サ ブレ ー 」を 頂 きな が ら視 聴 させ てい ただ きまし た。 由井 様、 有難 うご ざ

いました。

２． 報告・連絡・協議事項

①先月２８日の「映像北大阪」「寝屋川映像協会」との交流会の結果

・天野、新井、小笠原、竹田、谷の５名が参加

・お互いのクラブ代表の作品を見ることが出来、大変参考になった。

当会からは、谷さんの「アッヘン湖」、小笠原さんの「白昼夢」、

天野さんの「花灯路」の３作品を紹介し、いずれも好評価だった。

北大阪の堀さんの映像ドキュメンタリー「ひまわり」には敬服した。

・その後の懇談会、終了後の懇親会もお互いに交流を深めて有意義で

あった。

②３月２０日の第４回作品発表会について

・集合は松心会館に午前８：３０

・機材等の準備事項、当日の役割分担（竹田会長作成のリストにて確認）

例会の窓
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・前回ご来場者へのチラシプログラム郵送有無のチェック

・今後の課題として発表会の告知方法を考えることにした。

例えば、松愛会ホームページで「新着情報」として告知、

松愛会会報の最終ページ「イベント情報」一覧に掲載、など

・打ち上げは「さつきの間」を予約済み（会費は￥４,０００）

③４月２日・３日の撮影会予定

・集合は２日寝屋川市駅南改札口に８：５０

た だ し、 小 笠原 さ んは Ｊ Ｒ京 橋 駅改 札入 口、 谷さん と友 人は ＪＲ 大阪 駅ホ ー

ム、田渕さんと天野さんは同乗し前日に車で出発。

・参加者は計１１名（会員９名、谷さん友人１名、映像協会１名）

・宿泊は「交流館」 ・町の地図は当日、田淵さん入手

・おみやげは３個（＠２,０００相当品）を準備（田渕さん）

・現地との交流用として映像作品を念のため持参する。

（竹田さん「七夕まつり」、天野さん「北野天満宮」、竹嶋「境港の妖怪」）

④他団体との関連事項

・ 寝 屋 川市 映 像協 会 が５ 月 下旬 － ６月 上旬 に撮 影会を 準備 中、 場所 は「 山田 池

公園」

・ 複 数 団体 へ の入 会 のメ リ ット に つい て紹 介（ 一つ作 品を 作れ ば複 数回 見て も

らえる）。

３．作品映写

①「湘南支部クラブ活動紹介」：９分 由井隆久様

「友愛懇談会」：７分 同

感想：「歩こう会」、「パソコン」、「太極拳」、「詩吟」、「カラオケ」と

多岐にわたる支部のクラブ活動が楽しくわかりやすく表現されている。

和気藹々とした雰囲気が伝わって来る。

とてもお一人で撮影・編集されていると思えない出来上がり。

②「安珍からのメッセージ」：６分３６秒 北大阪 堀さん

感想：モデルを清姫に仕立て上げての作品作りの発想は面白い。

発想が自由奔放であり今後の作品作りの参考になる。

③「私の「無常感」と「白昼夢」」：１０分 小笠原さん

出 た 意見 ： テロ ッ プの 文 字が 見 にく いと ころ がある 。文 字に 輪郭 を入 れる と

かするとよい。白バックに白文字は見にくい。

最終の「企画・制作 小笠原」の表示は中央に寄せた方がいい。

④「Edius Ｎeo2編集実験」： 4分41秒 小笠原さん

初 め て編 集 して み た。 勉 強す べ き点 を教 えて いただ くた め各 種編 集を 試み た
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もの。

⑤「花の寺 三室戸寺」：７分 新井さん

「はす酒を楽しむ」：７分 同

出 た 意見 ： 画面 の 切り 替 わり 時 に一 瞬静 止画 →動画 にな って 揺れ ると ころ が

あ っ て 気 に な る 。（ 音 声 が オ ー バ ー レ ベ ル に な っ て い る の は 新 ナ レ ー シ ョ ン テ

ープで直す予定）

⑥「京都東山 花灯路」：６分 天野さん

出た意見：音声改良確認、ＯＫ。

⑦「忠烈祠 衛兵の交代」：７分 竹田さん

出 た 意 見 ： ハ イ ビ ジ ョ ン 映 像 で さ す が に 鮮 明 。（ 今 日 は フ ル ハ イ ビ ジ ョ ン モ

ニター持ち込み、発表会当日の映写プレーヤーは竹田さんが用意）

※以上、２０日の作品発表会に向けて作品の完成度確認を完了しました。

４．次回例会

・４月１６日（金）１３：３０～ 於：市民活動センターこども室

・ビデオカメラ担当：石田さん

映像作品のお作法

竹 田 幸 男

例 会 な ど で 、 テ ー プ の 再 生 を 始 め た と き 、 再 生 が 始

ま る や 否 や 突 然 タ イ ト ル が 出 て き た り 、 タ イ ト ル の 途

中 か ら 始 ま っ た り 、 極 端 な と き は タ イ ト ル が 出 な い で

（ 本 人 はタ イ トル を 入れ て いる が ）映 像が 始ま ったり する こと があ りま す。 こ

れ は テ ープ の 巻き 始 めか ら ヘッ ド まで の距 離が 、録画 した カメ ラ（ テー プデ ッ

キ）と再生したカメラ（ デッキ）とで、それぞれ異なるためだと考えられます。

カ メ ラ は一 般 的に メ カニ ズ ムが 小 さく テー プの 巻きは じめ から テー プが ヘッ ド

に 当 た る部 分 まで の 距離 が 短い の です が、 テー プデッ キは 構造 上メ カニ ズム を

大 き く でき る ので テ ープ の 巻き は じめ から テー プがヘ ッド に当 たる 部分 まで の

距 離 が 長く な るの だ ろう と 考え ま す。 また 、テ ープの 巻き 始め はテ ープ にし わ

が多く、ブロックノイズなどが起きやすい部分です。

こ の よ う な こ と を 防 ぐ た め に テ ー プ の 巻 き 始 め は 黒 の ク リ ッ プ を ５ -１ ０ 秒

入れた後に作品の記録を始めるようにしたいものです。

ま た １ 本 の テ ー プ に い く つ も の 作 品 が 入 っ て い る 場 合 が あ り ま す 。「 頭 が 出

し て あ る所 か ら映 写 して 」 など と 言わ れま すが 、先の よう にタ イト ルが 中途 半

ＡＶＣメモ
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端 に な った と きな ど に巻 き 戻し に 手間 取っ たり します 。手 間を 掛け て作 った 作

品 で す 。発 表 の際 は １本 の テー プ に１ 作品 とい うのが 、お 行儀 のい い作 品の 出

し方でしょう。

作 品 発表 で 気に な るこ と があ り ます 。作 品の 最後の 映像 がい つま でも 終わ ら

な か っ たり 、 とつ ぜ ん「 パ ッ」 と 消え たり する 作品で す。 映写 係は どこ でテ ー

プ を 止 めて い いの か わか り ませ ん 。や はり 最後 は黒の カラ ーク リッ プを 入れ て

作 品 が 終わ っ たこ と をは っ きり さ せた 方が いい と思い ます 。そ のと きは 明る い

映 像 か らい き なり 「 黒」 に なる の では なく 、フ エード アウ トに して あげ るの が

目 に 優 しい と 思い ま す。 つ いで に 、作 品が 始ま るとき も黒 （青 ）か らい きな り

映 像 に 入る の では な く、 フ ェー ド イン にす る方 が目に 優し いと 思い ます 。突 然

の明るさの変化で作品の迫力を示す、という意図がある場合は別ですが。

ま た 、あ な たは 作 品の 映 写時 間 をど のよ うに して測 りま すか 。大 阪ア マチ ュ

ア 映 像 連盟 で 確認 し たこ と を私 な りに まと めて みると 、作 品の 始ま る前 の黒 ク

リ ッ プ から ク レジ ッ トタ イ トル や タイ トル のカ ラーク リッ プに 切り 替わ った 時

点 と 、 作品 の クレ ジ ット タ イト ル や映 像が 出始 めた時 点と 、作 品の ＢＧ Ｍや ナ

レーションが出始めた時点とのうち、最も早い時点を作品の開始時点とします。

作 品 の映 像 やエ ン ディ ン グク レ ジッ トや 「終 」など の文 字ま たは その バッ ク

の カ ラ ーク リ ップ が 終わ っ た時 点 と、 作品 の音 声やＢ ＧＭ が終 わっ た時 点と の

う ち 、 最も 遅 い時 点 を作 品 の終 了 時点 とし ます 。この 開始 時点 と終 了時 点の 間

の時間が作品の映写時間です。

ク レ ジッ ト タイ ト ルの 入 れ方 に つい て考 えま しょう 。ク レジ ット タイ トル と

は 、 出 演 者 （ キ ャ ス ト ）、 ス タ ッ フ 、 制 作 に 関 わ っ た 企 業 、 団 体 な ど の 名 前 を

表 示 す る も の で 、 作 品 の 始 ま る 前 （ オ ー プ ニ ン グ ク レ ジ ッ ト ）、 ま た は 終 わ っ

た 後 （ エ ン デ ィ ン グ ク レ ジ ッ ト ）、 ま た は そ の 両 方 に 表 示 さ れ ま す 。 大 阪 ア マ

チ ュ ア 映 像 連 盟 の 映 写 会 作 品 で は 作 品 の 始 ま る 前 に 「 ＊ ＊ 映 像 」「 ＊ ＊ （ 人 の

名 前 ） 作 品 」 な ど と 入 れ 、 終 わ っ た と き は 「 終 」「 完 」 な ど で 終 わ る こ と が 多

い よ う です 。 映画 な どで は 作品 が 終わ った 後、 延々と 制作 に関 わっ た人 や企 業

の 名 前 が流 れ ます 。 一度 や って み たい です ね。 ところ がア マチ ュア 作品 では 関

係 者 が 少な い ので 簡 単に 終 わっ て しま いま す。 アマチ ュア 作品 はエ ンデ ィン グ

ク レ ジ ッ ト を 省 略 し て 「 終 」「 完 」 な ど と 簡 単 に 終 わ っ た 方 が い い よ う で す 。

と い う のは 、 映画 で 拍手 す るこ と はあ りま せん が、ア マチ ュア の発 表会 では 拍

手 す る のが 慣 例の よ うで 、 エン デ ィン グク レジ ットが 長い と、 拍手 のタ イミ ン

グ が 合 わな い よう に 思い ま す。 ■


